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はじ
め
に
奈
良
時
代
の
名
僧
行
基
は
、
そ
の
数
四
十
九
と
い
わ
れ
る
寺
院
を
畿
内
に
建
立
す
る
と
共
に
、
多
く
の
社
会
事
業
施
設
を
造
っ
た
こ
と
は
夙
に
知
ら
れ
て
い
る
。
（
 
）
行
基
の
事
蹟
を
記
し
た
『
行
基
年
譜
』
は
、
行
基
が
没
し
て
か
ら
四
二
六
年
後
の
安
元
元
年
（
一
一
七
五
）
に
泉
高
父
宿
祢
が
書
き
記
し
た
も
の
で
、
時
間
的
経
過
を
考
え
る
と
史
料
と
し
て
問
題
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
先
学
の
研
究
に
よ
り
社
会
事
業
施
設
を
記
し
た
「
天
平
十
三
年
記
」
は
、
行
基
側
が
朝
廷
に
提
出
し
た
当
時
（

）
の
公
的
な
記
録
と
評
価
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
寺
院
建
立
を
年
代
別
に
記
し
た
「
年
代
記
」
も
、
大
野
寺
土
塔
の
発
掘
成
果
に
よ
り
そ
の
信
憑
性
は
高
ま
っ
て
い
る
。『行
基
年
譜
』
に
記
さ
れ
て
い
る
寺
院
の
内
、
現
存
が
ほ
ぼ
確
か
な
寺
院
は
、
久
修
恩
院
山
埼
（
枚
方
市
久
修
恩
院
）、
大
野
寺
（
堺
市
大
野
寺
）、
䒜
陽
施
院
（
伊
丹
市
昆
陽
寺
）
な
ど
の
九
寺
院
で
あ
る
。
ま
た
、
数
は
少
な
い
が
、
発
掘
調
（

）
（

）
査
に
よ
り
石
凝
院
（
東
大
阪
市
）
や
山
崎
院
（
大
山
崎
町
）
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
推
認
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
社
会
事
業
施
設
は
、
地
域
の
灌
漑
施
設
と
し
て
利
用
さ
れ
て
き
た
一
部
の
池
な
ど
を
除
い
て
存
在
が
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。
繰
り
返
さ
れ
て
き
た
自
然
災
害
や
開
発
に
よ
っ
て
土
地
の
景
観
や
地
名
が
変
わ
っ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
ら
の
施
設
の
位
置
を
推
測
す
る
の
は
難
し
い
。
し
か
し
、
行
基
の
社
会
事
業
施
設
は
巨
大
で
あ
り
、
調
べ
れ
ば
残
存
し
て
い
る
も
の
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
と
思
う
。
例
え
ば
、
現
存
す
る
䒜
陽
上
池
（
伊
丹
市
昆
陽
池
）
と
、
近
世
に
埋
め
立
て
ら
れ
た
䒜
陽
下
池
に
関
連
す
る
䒜
陽
上
溝
（
上
池
溝
の
誤
記
で
あ
ろ
う
）
と
䒜
陽
下
池
溝
が
、
そ
れ
ぞ
れ
伊
丹
台
地
を
流
れ
る
現
代
の
天
神
川
と
天
王
寺
川
に
比
定
さ
れ
て
（

）
い
る
。「
天
平
十
三
年
記
」
は
諸
施
設
の
所
在
地
以
外
に
、
堀
川
と
溝
に
つ
い
て
は
大
き
さ
ま
で
記
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
二
つ
の
川
の
長
さ
は
『
行
基
年
譜
』
の
二
つ
の
溝
の
長
さ
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
と
の
こ
と
で
、
大
き
さ
も
信
頼
で
き
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
そ
れ
で
は
、
難
波
に
造
営
さ
れ
た
比
賣
嶋
堀
川
と
白
鷺
嶋
堀
川
に
つ
い
て
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
難
波
は
古
代
か
ら
現
代
に
至
る
ま
で
日
本
の
副
都
の
役
割
を
担
っ
て
き
た
。
そ
の
た
め
に
時
代
と
共
に
人
工
改
変
が
繰
り
返
さ
れ
て
き
た
と
思
わ
れ
る
。
古
代
・
中
世
は
仁
徳
紀
の
難
波
の
堀
江
の
開
削
を
除
い
て
は
判
然
と
し
な
（

）
い
が
、
近
世
以
降
は
堀
を
造
っ
た
り
埋
め
た
り
し
た
こ
と
、
新
田
開
発
が
盛
ん
に
（

）
行
わ
れ
た
こ
と
が
歴
史
的
に
確
か
め
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
人
工
改
変
は
土
地
景
観
を
変
え
、
古
い
地
名
が
残
っ
た
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
地
域
が
細
分
化
さ
れ
た
と
こ
行
基
の
比
賣
嶋
堀
川
と
白
鷺
嶋
堀
川
家
村
光
博
―１ ―
ろ
は
新
た
な
地
名
が
生
み
出
さ
れ
た
り
、
変
え
ら
れ
た
り
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
難
波
で
あ
っ
た
大
阪
市
の
現
代
の
土
地
景
観
と
地
名
か
ら
、
古
代
の
史
料
を
読
み
解
く
こ
と
に
は
限
界
が
あ
る
。
こ
れ
を
打
破
す
る
に
は
考
古
学
及
び
、
自
然
地
理
・
考
古
地
理
の
成
果
の
活
用
が
必
要
不
可
欠
と
思
わ
れ
る
。
昨
今
、
国
土
地
理
院
が
様
々
な
地
理
情
報
を
電
子
デ
ー
タ
と
し
て
提
供
し
て
い
る
。
ま
た
、
地
質
・
地
形
の
調
査
研
究
も
進
ん
で
い
る
。
史
料
を
踏
ま
え
て
こ
う
し
た
成
果
を
多
角
的
に
分
析
し
、
論
題
の
両
堀
川
の
位
置
を
考
察
し
て
み
た
い
と
思
う
。
一
行
基
と
難
波
行
基
が
難
波
に
進
出
し
た
の
は
天
平
二
年
（
七
三
〇
）
頃
と
考
え
ら
れ
る
。
左
記
は
『
行
基
年
譜
』
で
本
論
に
関
わ
る
と
こ
ろ
の
「
年
代
記
」
と
「
天
平
十
三
年
記
」
の
抜
粋
で
あ
る
。
『
行
基
年
譜
』
年
代
記
行
年
六
十
三
歳
庚
午
、
聖
武
天
皇
七
年
天
平
二
年
广
午
（
庚
午
）
善
源
院
川
堀
三
月
十
一
日
起
尼
院
已
上
二
院
、
在
摂
津
国
西
城
郡
津
守
村
舩
息
院
二
月
廿
五
日
起
尼
院
已
二
院
同
国
兎
原
郡
宇
治
郷
高
瀬
橋
院
九
月
二
日
起
尼
院
已
上
同
国
嶋
下
郡
穂
積
村
在
楊
津
院
在
同
国
河
邉
郡
楊
津
村
行
年
七
十
七
歳
、
聖
武
廿
一
年
天
平
十
六
―
甲
申
大
福
院
御
津
、二
月
八
日
起
尼
院已
上
、
在
摂
国
西
城
郡
御
津
村
難
波
度
院
枚
松
院
作
蓋
部
院
已
上
三
寺
、
摂
津
国
西
城
郡
津
守
村
『
行
基
年
譜
』
天
平
十
三
年
記
度
橋
六
所
高
瀬
大
橋
在
嶋
下
郡
高
瀬
里
長
柄
中
河
堀
江
並
三
所
西
城
郡
已
上
四
所
在
摂
津
国
直
道
一
所
在
自
高
瀬
、
生
馬
大
山
登
道
、
已
上
河
内
国
茨
田
郡
・
摂
津
国
云云
舩
息
二
所
大
和
田
舩
息
在
摂
津
国
兎
原
郡
宇
治
神
崎
舩
息
在
和
泉
国
日
根
郡
日
根
里
、
近
木
郷
内
申
候
溝
七
所
在
河
内
国
茨
田
郡
古
林
里
古
林
溝
長
三
千
二
百
丈
廣
六
尺
深
四
尺
樋
三
所
高
瀬
堤
樋
在
茨
田
郡
高
瀬
里
韓
室
堤
樋
同
郡
韓
室
里
― ２ ―
茨
田
堤
樋
同
郡
茨
田
里
堀
四
所
比
賣
嶋
堀
川
長
六
百
丈
廣
八
十
丈
深
六
丈
五
尺
西
城
郡
津
守
村
白
鷺
嶋
堀
川
長
百
丈
廣
六
十
丈
深
九
尺
在
已
上
西
城
郡
津
守
里
次
田
堀
川
長
七
百
丈
廣
二
十
丈
深
六
尺
在
嶋
下
郡
次
田
里
已
上
三
所
、
在
摂
津
国
大
庭
堀
川
長
八
百
丈
廣
十
二
丈
深
八
尺
在
河
内
国
茨
田
郡
大
庭
里
『
行
基
年
譜
』
の
「
年
代
記
」
と
「
天
平
十
三
年
記
」
を
考
察
す
る
と
、
天
平
二
年
に
淀
川
中
下
流
と
、
大
阪
湾
岸
沿
い
に
一
挙
に
七
つ
の
院
を
建
立
し
て
い
る
。
そ
れ
ま
で
は
、
年
に
せ
い
ぜ
い
一
つ
か
二
つ
で
あ
る
。
ま
た
、
七
つ
の
院
に
関
わ
る
と
思
わ
れ
る
社
会
事
業
施
設
も
多
く
見
ら
れ
る
。
院
の
数
と
事
業
規
模
か
ら
推
察
す
る
と
、
難
波
を
拠
点
と
す
る
治
水
と
交
通
の
古
代
版
広
域
総
合
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
。
ま
ず
、
中
心
と
な
る
難
波
を
み
て
み
る
と
、
摂
津
国
西
城
郡
（
西
成
郡
）
に
善
源
院
川
堀
・
同
尼
院
を
建
立
し
、
比
賣
嶋
堀
川
と
白
鷺
嶋
堀
川
を
掘
削
す
る
と
共
に
、
長
柄
・
中
河
・
堀
江
の
三
つ
の
橋
を
架
け
て
い
る
。
難
波
の
周
辺
で
は
、
淀
川
中
下
流
域
の
摂
津
国
嶋
下
郡
に
高
瀬
橋
院
・
同
尼
院
を
建
立
し
、
同
郡
と
河
内
国
茨
田
郡
に
橋
、
直
道
、
溝
、
樋
、
堀
を
造
っ
て
い
る
。
そ
し
て
難
波
へ
の
瀬
戸
内
海
航
路
と
考
え
ら
れ
る
大
阪
湾
岸
沿
い
に
は
、
摂
津
国
兎
原
郡
に
舩
息
院
・
同
尼
院
と
大
和
田
舩
息
、
摂
津
国
河
邉
郡
に
楊
津
院
、
和
泉
国
日
根
郡
に
神
崎
舩
息
の
建
置
が
み
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
社
会
事
業
施
設
は
そ
の
規
模
か
ら
長
期
に
わ
た
る
工
事
で
あ
っ
た
と
想
像
さ
れ
る
。
こ
こ
で
事
業
施
設
の
内
容
を
踏
ま
え
て
院
と
施
設
の
位
置
関
係
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。
一
つ
は
、
淀
川
に
関
わ
る
治
水
と
交
通
体
系
の
整
備
で
あ
る
。
所
在
地
の
郡
里
名
か
ら
淀
川
中
下
流
域
に
位
置
す
る
こ
と
は
ほ
ぼ
間
違
い
な
く
、
院
は
布
教
と
工
事
現
場
の
拠
点
と
考
え
ら
れ
る
。
二
つ
は
、
瀬
戸
内
海
の
海
上
交
通
の
整
備
で
あ
る
。
舩
息
は
船
瀬
の
こ
と
で
、
船
瀬
の
一
般
的
な
理
解
は
船
舶
の
泊
止
す
（
 
）
る
と
こ
ろ
を
い
う
。
大
和
田
舩
息
と
神
崎
舩
息
の
現
地
比
定
は
諸
説
あ
る
が
、
地
（

）
名
か
ら
類
推
す
る
と
大
和
田
舩
息
は
神
戸
市
和
田
岬
東
側
の
湾
曲
部
付
近
、
神
前
（
儗
）
舩
息
は
貝
塚
市
神
前
付
近
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
で
は
、
関
連
施
設
が
「
天
平
十
三
年
記
」
に
み
え
な
い
楊
津
院
の
位
置
付
け
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
楊
津
院
の
所
在
（
儘
）
地
に
つ
い
て
は
、
山
林
地
帯
の
兵
庫
県
河
辺
郡
猪
名
川
町
と
す
る
説
が
あ
る
。
行
基
が
難
波
周
辺
の
治
水
と
交
通
体
系
の
整
備
に
本
腰
を
入
れ
た
と
き
に
、
交
通
の
要
衝
で
も
な
い
山
間
部
に
院
だ
け
を
建
立
し
た
と
い
う
の
は
疑
問
で
あ
る
。
一
（
儙
）
方
、
三
善
清
行
の
「
意
見
十
二
箇
条
」
に
、
行
基
が
建
置
し
た
五
泊
の
中
に
、
大
輪
田
泊
（
大
和
田
泊
）
の
次
に
河
尻
が
あ
り
、
こ
の
河
尻
と
楊
津
院
の
位
置
の
考
（
儚
）
察
か
ら
、
神
崎
か
ら
西
川
に
か
け
て
の
神
崎
川
沿
い
に
求
め
る
説
が
あ
る
。
河
尻
と
楊
津
院
を
セ
ッ
ト
で
考
え
る
と
、
難
波
を
基
点
と
し
た
大
阪
湾
岸
沿
い
の
海
上
交
通
の
整
備
に
繋
が
り
、
難
波
周
辺
の
事
業
の
全
体
像
が
釈
然
と
す
る
。
行
基
は
ど
う
し
て
こ
こ
ま
で
大
き
な
仕
事
が
で
き
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
要
因
を
一
つ
一
つ
紐
解
い
て
い
く
と
、
一
つ
は
、
行
基
に
随
う
弟
子
が
既
に
多
く
い
た
こ
と
で
あ
る
。
延
暦
頃
に
出
来
た
記
録
の
一
部
と
さ
れ
る
唐
招
提
寺
所
蔵
の
「
大
僧
正
記
」
に
は
、「
十
弟
子
僧
並
師
位
、
翼
従
弟
子
千
有
余
人
、
侍
者
千
有
余
（
儛
）
人
、
親
族
ノ
弟
子
百
有
余
人
」
と
あ
る
。
二
つ
は
、
民
衆
の
信
望
が
厚
く
、
郡
司
及
び
豪
族
層
の
支
持
が
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
行
基
が
建
立
し
た
大
野
寺
土
塔
の
人
名
瓦
の
発
掘
に
よ
り
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
大
野
寺
の
起
工
は
神
亀
四
年
（
七
二
七
）
で
、
行
基
が
難
波
に
進
出
す
る
三
年
前
で
あ
る
。
人
名
瓦
は
創
建
期
と
補
修
期
に
分
け
ら
れ
る
が
、
一
〇
〇
〇
人
以
上
は
確
実
で
、
多
く
の
― ３ ―
（
儜
）
氏
族
も
加
わ
り
、
日
根
氏
の
よ
う
に
日
根
郡
の
郡
領
氏
族
の
名
も
あ
る
。
ま
た
、
行
基
が
難
波
に
進
出
し
た
天
平
二
年
の
書
写
で
あ
る
京
都
知
恩
院
所
蔵
の
『
瑜
伽
師
地
論
』
巻
二
十
六
の
跋
語
に
、
天
平
二
年
歳
次
庚
午
九
月
和
泉
監
大
鳥
郡
日
下
部
郷
石
津
連
大
田
足
書
寫
大
檀
越
優
婆
塞
練
信
従
七
位
下
大
領
勳
十
二
等
日
下
部
首
麻
呂
總
知
識
七
百
九
人
男
二
百
七
十
六
人
女
四
百
三
十
三
人
と
あ
る
。
こ
の
知
識
に
よ
る
写
経
は
男
女
合
わ
せ
て
七
百
九
人
よ
り
な
る
大
規
模
（
儝
）
な
も
の
で
、
井
上
光
貞
氏
は
、
行
基
関
係
の
も
の
と
み
て
い
る
。
三
つ
は
、
こ
れ
が
最
大
の
要
因
と
思
わ
れ
る
が
、
知
造
難
波
宮
事
の
藤
原
宇
合
と
の
関
係
で
あ
る
。
難
波
周
辺
で
の
こ
れ
だ
け
の
大
規
模
な
土
木
工
事
は
、
難
波
宮
の
責
任
者
と
の
合
意
な
し
に
は
経
済
的
に
も
政
治
的
に
も
不
可
能
と
思
わ
れ
る
。
後
期
難
波
宮
は
、
神
亀
三
年
（
七
二
六
）
十
月
に
従
三
位
藤
原
宇
合
が
知
造
難
波
宮
事
に
任
じ
ら
れ
て
造
営
を
開
始
し
、
天
平
四
年
（
七
三
二
）
三
月
に
何
ら
か
の
成
果
が
あ
っ
た
の
か
、
物
を
賜
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
同
年
八
月
に
藤
原
宇
合
は
西
海
道
節
度
使
に
転
任
し
、
九
月
に
正
五
位
下
の
石
川
枚
夫
が
造
難
波
宮
長
官
に
任
じ
ら
れ
て
い
る
。
天
平
四
年
に
後
期
難
波
宮
の
土
台
は
出
来
上
が
っ
た
の
で
、
下
位
の
者
に
後
を
任
せ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
す
る
。
行
基
は
、
後
期
難
波
宮
の
造
営
の
佳
境
時
に
難
波
周
辺
で
社
会
事
業
を
始
め
た
こ
と
に
な
る
。
立
場
と
目
的
は
異
な
る
が
、
二
年
半
近
く
藤
原
宇
合
の
事
業
に
並
行
し
て
難
波
の
整
備
を
お
こ
な
っ
た
こ
と
に
な
り
、
藤
原
宇
合
に
と
っ
て
行
基
の
社
会
事
業
は
後
期
難
波
宮
の
造
営
に
大
き
く
貢
献
し
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
の
整
備
中
の
天
平
三
年
八
月
に
行
基
は
降
っ
て
湧
い
た
よ
う
に
朝
廷
か
ら
特
別
な
計
ら
い
を
受
け
て
い
る
。
『
続
日
本
紀
』
天
平
三
年
（
七
三
一
）
八
月
癸
未
条
・
・
・
詔
曰
、
此
年
、
随
│二
逐
行
基
法
師
一
優
婆
塞
・
優
婆
夷
等
、
如
レ
法
脩
行
者
、
男
年
六
十
一
已
上
、
女
年
五
十
五
以
上
、
咸
聴
二
入
道
一
。
自
餘
持
レ
鉢
行
レ
路
者
、
仰
二
所
由
司
一
、
厳
加
二
促
搦
一
。
其
有
レ
遇
二
父
母
・
夫
喪
一
、
期
年
以
内
脩
行
、
勿
レ
論
。
条
件
付
き
で
は
あ
る
が
、
行
基
に
随
う
男
六
十
一
以
上
の
優
婆
塞
、
女
五
十
五
以
上
の
優
婆
夷
に
対
し
て
得
度
が
許
さ
れ
た
。『
行
基
年
譜
』
は
こ
の
こ
と
に
触
れ
て
い
な
い
が
、
難
波
周
辺
で
行
基
が
行
っ
た
土
木
事
業
に
対
す
る
朝
廷
の
報
償
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
史
料
の
流
れ
を
「
天
平
十
三
年
記
」
と
照
ら
し
合
わ
せ
る
と
、
藤
原
宇
合
の
承
認
と
支
援
を
受
け
て
行
基
は
難
波
周
辺
の
社
会
事
業
施
設
の
建
設
に
着
手
し
た
と
考
え
ざ
る
を
え
な
い
。
土
木
事
業
の
規
模
か
ら
も
国
郡
司
（
儞
）
の
管
轄
レ
ベ
ル
を
超
え
て
い
る
。
因
み
に
井
上
光
貞
氏
が
、「
天
平
神
護
二
年
の
東
大
寺
為
南
野
開
溝
功
食
注
文
」
に
み
え
る
溝
を
開
い
た
労
働
量
か
ら
、
䒜
陽
上
溝
・
下
池
溝
の
掘
削
は
合
わ
せ
て
延
べ
二
一
二
二
人
を
要
し
た
と
試
算
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
を
基
に
単
純
計
算
す
る
と
、
比
賣
嶋
堀
川
（
深
さ
六
丈
五
尺
の
丈
尺
は
誤
記
と
思
わ
れ
、
六
尺
五
寸
で
計
算
）
は
延
べ
九
万
二
千
人
、
白
鷺
嶋
堀
川
は
延
べ
一
万
六
千
人
と
な
り
、
合
わ
せ
て
延
べ
一
〇
万
八
千
人
の
労
働
量
に
な
る
。
参
考
に
『
続
日
本
紀
』
に
記
さ
れ
た
国
家
レ
ベ
ル
の
土
木
事
業
を
み
て
み
る
と
、
天
平
宝
字
六
年
（
七
六
二
）
四
月
に
狭
山
池
の
貯
水
量
を
二
倍
に
増
や
し
た
と
さ
れ
（
償
）
る
修
復
工
事
は
、
単
功
（
延
べ
）
八
万
三
千
人
。
宝
亀
元
年
（
七
七
〇
）
七
月
の
志
紀
・
渋
川
・
茨
田
等
の
堤
の
修
復
工
事
は
、
単
功
三
万
余
人
で
あ
る
。
比
賣
嶋
堀
川
と
白
鷺
嶋
堀
川
の
土
木
工
事
が
い
か
に
大
規
模
で
あ
っ
た
か
が
わ
か
る
。
二
古
代
の
難
波
の
土
地
景
観
（
儠
）
日
下
雅
義
氏
が
弥
生
時
代
の
大
阪
平
野
の
景
観
を
復
元
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
― ４ ―
れ
を
出
発
点
と
し
て
難
波
周
辺
の
景
観
を
時
代
順
に
追
っ
て
い
く
。
図
１
は
そ
の
復
原
図
で
あ
る
。
上
町
台
地
の
東
は
草
香
江
（
河
内
湖
）
と
呼
ば
れ
る
湖
で
、
生
駒
山
地
の
近
く
ま
で
広
が
り
、
大
阪
平
野
を
流
れ
る
川
は
す
べ
て
そ
こ
へ
流
れ
て
い
る
。
西
は
砂
州
を
距
て
大
阪
湾
、
北
は
天
満
砂
州
と
呼
ば
れ
る
三
列
の
砂
州
が
伸
び
、
Ｊ
Ｒ
新
大
阪
駅
の
少
し
北
付
近
ま
で
達
し
て
い
る
。
砂
州
の
間
は
潟
湖
（
ラ
グ
ー
ン
）
で
あ
る
。
そ
し
て
、
草
香
江
は
千
里
山
丘
陵
の
南
端
と
天
満
砂
州
北
端
の
間
を
水
路
と
し
て
大
阪
湾
と
結
ば
れ
て
い
る
。
天
満
砂
州
の
成
り
立
ち
は
、
主
に
沿
岸
流
に
よ
っ
て
南
か
ら
北
へ
砂
が
運
ば
れ
て
形
成
さ
れ
た
こ
と
が
知
（
儡
）
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
水
走
沿
岸
州
は
存
在
せ
ず
、
上
町
台
地
の
先
端
か
ら
伸
び
た
砂
嘴
は
更
新
統
の
高
ま
り
を
基
盤
と
し
た
浅
瀬
で
あ
っ
た
可
能
性
が
（
儢
）
あ
り
、
少
な
く
と
も
淀
川
以
北
に
は
分
布
し
な
い
と
の
説
が
あ
る
。
そ
こ
に
描
か
れ
た
弥
生
時
代
か
ら
古
墳
時
代
前
期
の
模
式
図
に
は
、
上
町
台
地
と
そ
の
北
の
砂
州
は
連
な
っ
て
い
な
い
。
上
町
台
地
の
北
方
に
更
新
統
の
高
ま
り
は
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
現
存
し
て
い
る
天
満
砂
堆
（
こ
の
名
称
は
国
土
地
理
院
『
土
地
条
件
調
査
報
告
書
』
に
よ
る
）
の
形
状
か
ら
み
て
も
、
水
走
沿
岸
州
は
否
定
で
き
な
い
と
思
わ
れ
る
。
天
満
砂
州
の
堆
積
物
は
、
地
質
断
面
図
か
ら
、
幅
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
以
下
、
長
さ
六
〜
七
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
細
長
く
分
布
す
る
砂
礫
層
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
海
進
に
伴
っ
て
海
側
か
ら
陸
側
（
上
町
台
地
）
に
斜
め
上
方
に
発
達
し
て
い
っ
た
砂
嘴
の
痕
跡
で
、
図
１
は
弥
生
時
代
の
砂
州
の
姿
に
（
儣
）
一
致
す
る
と
の
分
析
結
果
が
あ
る
。
天
満
砂
州
の
主
要
因
は
、
海
進
時
期
に
大
阪
湾
の
沿
岸
流
に
よ
っ
て
で
き
た
砂
礫
層
か
ら
な
る
幾
筋
か
の
砂
嘴
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
三
列
の
東
側
に
伸
び
る
砂
州
は
現
存
し
て
い
る
天
満
砂
堆
と
み
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
他
の
砂
州
、
及
び
潟
湖
は
現
在
の
地
形
図
に
影
も
形
も
な
い
。
し
か
し
そ
れ
ら
は
、
奈
良
時
代
、
平
安
時
代
前
期
は
ま
だ
一
部
痕
跡
を
留
め
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
難
波
八
十
島
と
よ
ば
れ
て
い
た
島
々
の
一
部
は
、
砂
州
が
分
断
さ
れ
た
跡
か
も
し
れ
な
い
。
古
墳
時
代
に
は
い
っ
て
も
難
波
の
景
観
は
さ
ほ
ど
変
わ
っ
て
い
な
い
こ
と
が
次
の
史
料
か
ら
読
み
取
れ
る
。
『
日
本
書
紀
』
仁
徳
天
皇
十
一
年
夏
四
月
戊
寅
朔
甲
午
条
詔
二
群
臣
一
曰
、
今
朕
視
二
是
國
一
者
、
郊
澤
廣
遠
、
而
田
圃
少
乏
。
且
河
水
横
逝
、
以
流
末
不
レ
䨣
。
聊
逢
二
霖
雨
一
、
海
潮
逆
上
、
而
巷
里
乗
レ
船
、
道
路
亦
泥
。
故
群
臣
共
視
之
、
決
二
横
源
一
而
通
レ
海
、
塞
二
逆
流
一
以
全
二
田
宅
一
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
原
野
と
沼
沢
地
が
広
が
っ
て
い
る
が
農
地
が
少
な
い
。
ま
た
河
水
が
横
に
流
れ
て
澱
み
、
大
雨
と
も
な
れ
ば
海
の
水
が
逆
流
す
る
と
あ
る
。
想
定
す
る
に
、
草
香
江
に
流
れ
込
ん
で
い
た
大
和
川
・
寝
屋
川
は
淀
川
と
合
体
し
て
、
図 1 弥生時代ころの景観
（日下雅義「古代景観の復原」1991年）
― ５ ―
天
満
砂
堆
の
東
側
に
沿
っ
て
阪
急
電
鉄
淡
路
駅
付
近
を
通
っ
て
北
西
に
流
れ
、
さ
ら
に
天
満
砂
堆
の
北
端
を
西
に
進
ん
で
海
に
流
入
す
る
と
い
う
流
路
を
と
っ
て
い
（
儤
）
た
。
そ
こ
で
、
天
皇
は
「
横
源
」
を
開
削
し
て
河
水
を
海
に
通
し
て
逆
流
を
塞
ぐ
よ
う
に
と
命
じ
、
同
年
十
月
に
南
の
大
和
川
な
ど
の
水
を
西
海
に
放
流
す
る
た
め
に
堀
江
を
開
削
し
た
。
『
日
本
書
紀
』
仁
徳
天
皇
十
一
年
冬
十
月
条
掘
二
宮
北
之
郊
原
一
、
引
二
南
水
一
以
入
二
西
海
一
。
因
以
號
二
其
水
一
曰
二
堀
江
一
。
又
將
レ
防
二
北
河
之
䰳
一
、
以
築
二
茨
田
堤
一
。
・
・
・
こ
の
堀
江
は
現
代
の
大
川
（
旧
淀
川
本
流
）
と
す
る
の
が
定
説
で
あ
る
。
堀
江
の
開
削
の
主
な
目
的
は
草
香
江
の
水
位
を
下
げ
、
沿
岸
の
水
害
を
防
ぐ
こ
と
に
あ
っ
た
が
、
難
波
津
は
堀
江
に
よ
っ
て
淀
川
・
大
和
川
と
む
す
ば
れ
、
難
波
津
と
後
背
（
儥
）
地
と
の
連
絡
が
は
な
は
だ
便
利
に
な
っ
た
。
そ
の
後
、
難
波
の
地
が
開
発
さ
れ
て
い
っ
た
こ
と
が
考
古
学
及
び
文
献
史
料
か
ら
読
み
取
れ
る
。
難
波
宮
の
発
掘
調
査
で
は
、
法
円
坂
倉
庫
群
と
呼
ば
れ
る
五
世
紀
中
葉
か
ら
後
半
と
さ
れ
る
大
型
倉
庫
が
一
六
棟
見
つ
か
っ
て
い
る
。
後
の
前
期
難
波
宮
に
お
い
て
大
蔵
と
さ
れ
る
内
裏
西
方
官
衙
の
倉
庫
群
と
同
じ
場
所
で
、
大
川
か
ら
八
〇
〇
メ
ー
ト
ル
南
の
上
町
台
（
儦
）
地
に
位
置
す
る
。
史
料
を
み
る
と
、
安
閑
天
皇
元
年
十
月
条
に
「
以
三
難
波
屯
倉
與
二
毎
レ
郡
钁
丁
一
、
給
│二
䵳
宅
媛
一
」
と
あ
り
、
宅
媛
が
難
波
屯
倉
と
钁
丁
を
給
わ
っ
て
い
る
。
六
世
紀
前
半
に
は
難
波
屯
倉
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
知
り
え
る
。
（
儧
）
直
木
孝
次
郎
氏
は
、
钁
丁
と
い
う
の
は
進
ん
だ
鉄
製
の
鍬
を
使
っ
て
耕
作
す
る
田
部
に
類
す
る
農
民
で
、
難
波
は
農
業
先
進
地
帯
で
あ
っ
た
と
み
て
い
る
。
し
か
（
儨
）
し
、
こ
の
钁
丁
に
つ
い
て
は
別
の
見
解
が
あ
る
。
栄
原
永
遠
男
氏
は
、
日
唐
の
史
料
に
み
え
る
「
钁
」
は
土
木
・
開
墾
具
が
本
義
で
、
钁
丁
は
上
町
台
地
を
中
心
と
す
る
難
波
地
域
に
お
け
る
造
成
・
開
墾
の
土
木
工
事
と
の
関
係
に
考
慮
す
べ
き
で
あ
る
と
す
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
難
波
は
大
規
模
な
堀
川
を
掘
削
で
き
る
ほ
ど
の
す
ぐ
れ
た
鉄
製
の
土
木
工
具
を
有
し
て
い
た
と
理
解
で
き
る
。
大
川
が
開
削
さ
れ
て
か
ら
二
五
〇
年
以
上
た
っ
た
奈
良
時
代
の
難
波
の
景
観
は
（
儩
）
ど
う
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
木
原
克
司
氏
が
、
文
献
史
料
、
考
古
学
、
ボ
ー
リ
ン
グ
資
料
等
を
も
と
に
微
地
形
を
含
め
た
七
・
八
世
紀
の
難
波
周
辺
の
景
観
復
原
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
そ
の
図
２
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
奈
良
時
代
の
地
形
状
況
の
把
握
を
試
み
て
み
る
。
木
原
氏
は
、
近
年
の
人
工
に
よ
る
地
盤
沈
下
と
、
そ
れ
以
前
の
自
然
沈
下
を
考
慮
し
、
満
潮
時
に
お
け
る
上
町
丘
陵
周
辺
の
七
・
八
世
紀
図 2 難波北部の古代景観
（木原克司「古代難波地域周辺の景観復原に関する諸問題」1996年）
― ６ ―
の
汀
線
は
、
Ｔ
・
Ｐ
・
マ
イ
ナ
ス
一
メ
ー
ト
ル
付
近
と
す
る
の
が
妥
当
と
し
て
い
る
。
図
２
を
み
る
と
、
旧
淀
川
の
流
路
が
天
満
砂
堆
の
手
前
で
東
南
に
反
転
し
て
安
曇
江
（
草
香
江
の
西
部
）
に
流
れ
て
い
る
。
現
在
の
毛
馬
閘
門
か
ら
流
れ
る
大
川
は
後
に
で
き
た
の
か
、
細
い
流
路
が
あ
っ
た
の
か
コ
メ
ン
ト
さ
れ
て
い
な
い
の
で
わ
か
ら
な
い
が
、
都
島
区
善
源
寺
町
付
近
は
陸
化
し
て
い
る
。
そ
の
南
の
安
曇
江
は
東
大
寺
諸
荘
文
書
に
み
え
る
。
「
東
大
寺
諸
荘
文
書
䮒
繪
圖
等
目
録
」（『
平
安
遺
文
』
二
一
五
六
・
二
一
五
七
）
（
前
略
）
新
羅
江
庄
民
部
省
符
一
通
四
至
東
安
曇
江
南
堀
江
西
百
姓
家
北
松
原
地
四
町
天
平
勝
宝
二
年
四
月
十
二
日
奥
八
枚
、
買
券
䮒
牒
状
等
官
符
一
通
二
枚
延
暦
二
年
六
月
十
七
日
こ
の
東
大
寺
領
新
羅
江
庄
の
四
至
の
記
事
か
ら
、
安
曇
江
は
天
満
砂
堆
南
端
の
東
（
優
）
側
に
存
在
し
て
い
た
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。
図
２
の
地
形
復
原
図
で
一
つ
注
意
す
べ
き
点
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
淀
川
は
安
曇
江
へ
の
流
れ
と
は
別
に
、
中
津
川
が
分
流
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
図
１
の
弥
生
時
代
は
天
満
砂
堆
・
砂
州
を
横
切
る
川
は
存
在
し
な
い
し
、
先
述
の
古
墳
時
代
に
堀
江
を
開
削
す
る
と
き
も
中
津
川
が
流
れ
て
い
た
よ
う
で
も
な
い
。
中
津
川
が
何
時
、
ど
の
よ
う
に
し
て
で
き
た
の
か
、
疑
問
が
湧
く
。
ま
た
、
天
満
砂
堆
の
西
側
は
、
砂
州
や
潟
湖
（
ラ
グ
ー
ン
）
が
平
坦
に
描
か
れ
て
い
る
が
、
そ
の
こ
ろ
は
さ
ほ
ど
人
の
手
が
加
わ
っ
て
い
な
い
の
で
、
実
態
は
砂
州
・
潟
湖
・
入
江
が
複
雑
な
様
相
を
呈
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
以
上
の
考
察
を
踏
ま
え
、
比
賣
嶋
堀
川
と
白
鷺
嶋
堀
川
の
位
置
比
定
を
試
み
た
い
。
三
比
賣
嶋
堀
川
の
位
置
に
つ
い
て
比
賣
嶋
堀
川
の
位
置
に
つ
い
て
は
、
地
名
と
物
的
証
拠
が
は
っ
き
り
せ
ず
、
こ
れ
ま
で
手
探
り
状
態
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
先
行
研
究
を
調
べ
る
と
、
吉
田
靖
（
儫
）
雄
氏
は
、
比
賣
嶋
は
大
阪
市
西
淀
川
区
姫
島
町
が
後
身
と
し
て
い
る
。
こ
の
地
は
淀
川
と
神
崎
川
に
は
さ
ま
れ
、
も
と
難
波
八
十
島
の
一
つ
で
あ
り
湿
地
帯
で
あ
っ
た
。
霊
亀
二
年
（
七
一
六
）、
大
隅
牧
・
媛
島
牧
に
百
姓
の
開
墾
が
許
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
の
頃
に
は
土
地
の
乾
燥
化
が
進
み
農
地
開
発
が
進
行
中
で
、
舟
運
用
（
儬
）
の
運
河
と
し
て
開
削
さ
れ
た
と
の
見
方
で
あ
る
。
上
遠
野
浩
一
氏
も
、
西
淀
川
区
姫
島
付
近
と
し
て
い
る
。
六
世
紀
頃
に
は
す
で
に
長
柄
川
（
中
津
川
）
が
天
満
砂
堆
を
貫
通
し
、
河
口
三
角
州
が
発
達
し
て
い
た
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
比
賣
嶋
堀
川
は
中
津
川
河
口
付
近
の
澪
筋
の
整
備
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
と
す
る
。
六
世
紀
頃
に
は
中
津
川
が
天
満
砂
堆
を
貫
通
し
て
い
た
と
い
う
の
は
想
像
（
儭
）
な
の
か
、
そ
の
根
拠
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。
尾
田
栄
章
氏
は
異
な
っ
た
角
度
か
ら
具
体
的
に
分
析
し
、
比
賣
嶋
堀
川
と
白
鷺
嶋
堀
川
は
放
水
路
で
あ
る
と
す
る
。
舟
運
と
し
て
利
用
さ
れ
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
運
河
や
近
世
大
阪
の
堀
川
の
広
さ
を
事
例
に
挙
げ
、
舟
運
に
こ
ん
な
広
い
水
路
は
全
く
必
要
な
く
、
む
し
ろ
幅
が
広
す
ぎ
る
と
波
が
た
つ
な
ど
の
支
障
が
生
じ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
水
面
が
で
き
あ
が
れ
ば
舟
運
に
も
使
わ
れ
る
と
、
舟
運
は
二
義
的
な
も
の
と
捉
え
て
い
る
。
比
賣
嶋
堀
川
の
位
置
に
つ
い
て
は
、
鎮
座
す
る
姫
島
神
社
の
由
来
か
ら
も
同
じ
く
西
淀
川
区
姫
島
付
近
で
、
姫
島
辺
り
の
中
津
川
か
ら
神
崎
川
に
向
け
て
の
放
水
路
と
推
定
し
て
い
る
。
地
図
上
で
測
る
と
、
比
賣
嶋
堀
川
の
長
さ
と
整
合
し
、
明
治
十
八
年
測
量
図
で
は
放
水
路
の
ル
ー
ト
沿
い
に
道
が
残
さ
れ
て
お
り
、
堀
川
の
掘
削
土
を
使
っ
て
― ７ ―
盛
土
し
て
造
ら
れ
た
道
と
も
考
え
ら
れ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
以
上
三
氏
は
共
通
し
て
、
比
賣
嶋
堀
川
の
位
置
は
西
淀
川
区
姫
島
に
比
定
し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
辺
り
が
奈
良
時
代
に
陸
地
で
あ
っ
た
の
か
は
疑
わ
し
い
。
（
儮
）
薗
田
香
融
氏
は
、
西
淀
川
区
姫
島
町
の
町
名
は
、
旧
西
成
郡
稗
島
村
の
ヒ
エ
を
ヒ
メ
の
転
訛
と
み
て
、
昭
和
初
年
に
命
名
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
姫
島
神
社
に
つ
い
て
も
創
祀
の
由
来
は
定
か
で
な
い
。
第
一
、
現
姫
島
付
近
は
、
古
代
の
汀
線
に
近
く
、
ま
だ
海
底
で
あ
っ
た
可
能
性
が
大
き
い
と
指
摘
し
て
い
る
。
瀧
川
政
次
郎
（
儯
）
氏
も
難
波
比
賣
許
曾
神
社
の
鎮
座
地
の
考
察
か
ら
、
西
淀
川
区
姫
島
に
つ
い
て
は
同
様
な
見
解
を
と
っ
て
い
る
。
姫
島
神
社
境
内
に
あ
る
標
石
（
水
準
点
）
の
標
高
は
マ
イ
ナ
ス
一
・
三
八
メ
ー
ト
ル
で
あ
り
、
地
盤
沈
下
を
考
慮
し
た
先
述
の
図
２
か
ら
も
、
西
淀
川
区
姫
島
付
近
は
砂
州
の
島
が
点
在
す
る
海
中
か
、
浜
辺
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
と
こ
ろ
に
、
舟
運
や
放
水
の
為
に
莫
大
な
費
用
と
労
力
を
か
け
て
大
規
模
な
堀
川
を
造
っ
て
も
意
味
が
な
い
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
、
別
の
場
所
を
探
っ
て
み
た
い
。
比
賣
嶋
堀
川
は
『
行
基
年
譜
』
に
大
き
さ
が
具
体
的
に
記
さ
れ
て
い
る
。
長
六
百
丈
（
一
七
七
六
メ
ー
ト
ル
、
天
平
尺
〔
一
尺＝
二
九
・
六
セ
ン
チ
〕
で
換
算
、
以
下
同
じ
）
広
八
〇
丈
（
二
三
七
メ
ー
ト
ル
）
深
六
丈
五
尺
（
一
九
・
二
メ
ー
ト
ル
）
深
さ
は
誤
記
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
規
模
か
ら
考
え
る
と
残
存
し
て
い
て
も
お
か
し
く
な
い
。
仁
徳
紀
に
放
水
路
と
し
て
開
削
さ
れ
た
堀
江
（
大
川
）
と
比
べ
て
み
る
。
天
満
砂
堆
は
、
南
北
に
約
五
キ
ロ
、
東
西
に
一
・
五
キ
ロ
な
い
し
二
キ
ロ
に
（
儰
）
及
ん
で
お
り
、
標
高
は
東
寄
り
が
高
く
三
、
四
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
天
満
砂
堆
南
端
は
東
西
が
長
い
の
で
、
開
削
さ
れ
た
堀
江
の
長
さ
は
、
二
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
以
上
は
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
広
さ
は
、
橋
の
長
さ
で
み
る
と
、
文
政
七
年
（
一
（
儱
）
八
一
〇
）
発
行
の
『
摂
都
曉
鐘
成
書
図
』
に
よ
る
と
、
天
満
橋
の
長
さ
が
百
拾
五
間
五
尺
（
二
一
一
メ
ー
ト
ル
、
曲
尺
で
換
算
）、
天
神
橋
が
百
廿
二
間
三
尺
（
二
二
三
メ
ー
ト
ル
、
同
）
で
あ
る
。
比
賣
嶋
堀
川
は
堀
江
よ
り
長
さ
は
少
し
短
い
が
、
広
さ
は
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
こ
の
仁
徳
紀
の
堀
江
を
考
え
る
と
、
比
賣
島
堀
川
は
天
満
砂
堆
の
幅
が
少
し
狭
ま
る
中
程
を
、
堀
江
と
並
行
し
て
流
れ
て
い
た
中
津
川
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
中
津
川
は
明
治
三
十
年
か
ら
同
四
十
三
年
に
わ
た
っ
た
淀
川
改
修
工
事
で
淀
川
本
流
と
な
り
、
旧
流
路
は
消
え
た
が
、
図
３
の
国
土
地
理
院
の
治
水
地
形
図
で
中
津
川
の
流
路
が
確
認
で
き
る
。
中
津
川
が
流
れ
て
い
た
淀
川
左
岸
沿
い
の
天
満
砂
堆
の
東
西
（
現
在
の
毛
馬
閘
門
か
ら
豊
崎
変
電
所
）
の
長
さ
を
国
土
地
理
院
の
土
地
条
件
図
（
土
地
条
件
調
査
報
告
書
（
大
阪
地
区
）﹇
付
録
﹈
の
二
万
五
千
分
一
地
形
図
）
で
図
上
略
測
す
る
と
、
約
一
七
〇
〇
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
長
さ
は
比
賣
嶋
堀
川
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
中
津
川
の
川
幅
は
図
３
を
み
る
と
、
淀
川
の
三
分
の
一
程
で
あ
る
。
そ
の
辺
り
の
淀
川
に
架
か
る
Ｊ
Ｒ
東
海
道
本
線
の
上
淀
川
渠
梁
は
全
長
七
二
九
・
三
メ
ー
ト
ル
で
、
そ
の
三
分
の
一
は
二
四
三
メ
ー
ト
ル
と
な
る
。
広
さ
も
比
賣
嶋
堀
川
に
近
い
。
た
だ
一
つ
問
題
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
そ
の
一
帯
が
「
ヒ
メ
シ
マ
」
と
称
さ
れ
て
い
た
か
ど
う
か
で
あ
る
。「
ヒ
メ
シ
マ
」
の
地
名
は
正
史
に
二
回
み
え
る
。
『
日
本
書
紀
』
安
閑
天
皇
二
年
九
月
丙
辰
条
別
勅
二
大
連
一
云
、
宜
放
三
牛
於
難
波
大
隅
嶋
與
二
媛
嶋
松
原
一
。
冀
垂
二
名
於
後
一
。
『
続
日
本
紀
』
霊
亀
二
年
（
七
一
六
）
二
月
己
酉
条
令
三
摂
津
国
罷
二
大
隅
・
媛
嶋
二
牧
一
、
聴
二
佰
姓
佃
食
一
之
。
大
隅
嶋
と
媛
嶋
松
原
は
朝
廷
の
牧
と
し
て
利
用
さ
れ
、
後
に
農
地
に
さ
れ
た
こ
と
― ８ ―
が
正
史
に
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
単
な
る
島
で
は
な
く
、
地
域
一
帯
の
名
称
と
思
わ
れ
る
。
例
え
ば
、
住
吉
大
社
の
縁
起
を
記
し
た
『
住
吉
大
社
神
代
記
』
の
中
に
、
長
柄
船
瀬
が
あ
る
。
長
柄
船
瀬
本
記
四
至
東
限
高
瀬
大
庭
南
限
大
江
西
限
鞆
淵
北
限
川
岸
長
柄
と
西
の
鞆
淵
（
友
渕
）
は
大
川
を
挟
ん
で
大
阪
市
北
区
と
都
島
区
に
、
東
の
高
瀬
・
大
庭
は
守
口
市
に
地
名
が
残
っ
て
い
る
。
長
柄
は
淀
川
下
流
域
の
広
大
な
範
囲
と
読
み
取
れ
、
船
瀬
の
土
地
景
観
を
有
し
た
一
帯
の
名
称
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
大
隅
嶋
と
媛
嶋
も
同
様
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
大
隅
嶋
は
大
隅
神
社
（
儲
）
が
鎮
座
す
る
吹
田
砂
堆
南
端
の
東
淀
川
区
大
桐
・
大
隅
付
近
に
比
定
さ
れ
て
い
る
が
、
古
代
は
吹
田
砂
堆
の
広
大
な
地
域
を
指
す
名
称
で
あ
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。
（
儳
）
薗
田
香
融
氏
は
、
さ
き
に
掲
げ
た
安
閑
紀
の
記
事
と
『
続
日
本
紀
』
の
霊
亀
二
年
二
月
条
の
記
事
か
ら
、
姫
島
は
つ
ね
に
大
隅
島
と
並
称
さ
れ
る
存
在
で
あ
り
、
か
つ
両
者
は
共
通
し
た
土
地
利
用
の
歴
史
を
経
過
し
て
い
る
。
大
隅
島
は
今
の
東
淀
川
区
大
桐
・
大
隅
付
近
に
比
定
さ
れ
る
の
だ
か
ら
、
姫
島
は
そ
れ
に
隣
接
す
る
現
淀
川
区
一
帯
に
比
定
す
る
の
が
最
も
妥
当
で
は
あ
る
ま
い
か
。
つ
ま
り
、
大
隅
島
は
吹
田
砂
堆
の
南
半
分
、
姫
島
は
天
満
砂
堆
の
北
半
分
で
あ
る
と
す
る
。
神
崎
川
と
中
津
川
は
既
に
存
在
し
て
い
た
と
の
前
提
に
た
っ
た
比
定
で
あ
る
も
の
の
、
そ
の
前
提
が
な
く
と
も
二
つ
の
島
は
土
地
利
用
か
ら
類
似
し
た
地
表
景
観
を
な
し
、
広
大
な
地
域
を
指
し
た
名
称
で
あ
る
。
媛
嶋
は
天
満
砂
堆
の
北
半
分
に
求
め
て
も
よ
い
と
思
う
。
天
満
砂
堆
の
中
程
を
東
西
に
流
れ
て
い
た
中
津
川
が
「
天
平
十
三
年
記
」
に
記
さ
れ
た
比
賣
嶋
堀
川
に
比
定
で
き
る
と
す
る
と
、「
年
代
記
」
に
天
平
二
年
起
工
と
あ
る
善
源
院
川
堀
は
ど
の
よ
う
な
位
置
関
係
に
あ
っ
た
の
か
。
注
記
の
川
堀
は
（
儴
）
堀
川
と
も
解
せ
ら
れ
、
比
賣
嶋
堀
川
に
関
連
し
て
建
立
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
所
在
地
は
摂
津
国
西
城
郡
津
守
村
で
、
比
賣
嶋
堀
川
と
同
じ
里
で
あ
る
。
地
名
か
（
儵
）
ら
そ
の
位
置
は
、
現
在
の
大
阪
市
都
島
区
善
源
寺
町
と
思
わ
れ
る
。
近
世
の
善
源
寺
村
は
東
成
郡
に
属
し
た
が
、
中
世
の
多
田
神
社
文
書
で
は
善
源
寺
庄
は
西
成
郡
図 3 明治期の低湿地を重ね合わせた治水地形図
（国土地理院、電子国土 Web）
― ９ ―
（
儶
）
と
さ
れ
て
い
る
。
同
じ
よ
う
な
事
例
と
し
て
、
大
阪
市
旭
区
赤
川
町
に
あ
っ
た
と
さ
れ
る
大
金
剛
院
（
俗
名
赤
川
寺
）
が
あ
る
。
近
世
は
東
成
郡
に
属
し
て
い
た
が
、
多
田
満
願
寺
が
所
蔵
す
る
寛
喜
二
年
（
一
二
三
〇
）「
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
」
の
奥
書
に
所
在
が
「
摂
州
西
成
郡
榎
並
下
御
庄
赤
河
村
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
古
（
儷
）
く
は
西
成
郡
に
属
し
て
い
た
。
別
の
巻
末
補
修
文
の
記
事
の
割
注
に
、「
赤
川
村
、
旧
属
西
成
郡
、
在
淀
川
西
。
今
赤
川
村
金
剛
院
跡
、
属
東
成
西
部
、
在
淀
河
東
。
是
流
移
故
也
」
と
あ
り
、
旧
西
成
郡
に
属
し
て
い
た
が
、
淀
川
の
流
れ
が
変
わ
っ
た
た
め
に
東
成
に
属
す
と
あ
る
。
奈
良
時
代
の
図
２
の
地
形
復
原
図
か
ら
も
安
曇
江
が
上
町
台
地
の
北
東
に
拡
が
り
、
そ
の
北
側
は
西
成
郡
に
連
な
る
土
地
で
あ
っ
た
と
推
定
で
き
る
。
善
源
院
は
都
島
区
善
源
寺
町
に
所
在
し
た
と
す
る
と
、
そ
こ
か
ら
淀
川
（
中
津
川
）
の
毛
馬
閘
門
ま
で
は
直
線
距
離
に
し
て
七
〇
〇
〜
八
〇
〇
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
善
源
院
は
比
賣
嶋
堀
川
と
程
よ
い
距
離
に
位
置
し
、
布
教
と
労
働
者
の
宿
泊
所
と
し
て
建
立
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
で
、
天
満
砂
堆
を
流
れ
る
中
津
川
は
、
六
世
紀
頃
に
洪
水
な
ど
に
よ
る
自
然
の
営
力
に
よ
っ
て
貫
通
し
た
と
の
見
方
に
反
論
し
て
お
き
た
い
。
大
阪
市
の
中
心
部
を
流
れ
る
淀
川
の
本
流
は
か
っ
て
は
大
川
（
堀
江
）
で
あ
っ
た
が
、
明
治
か
ら
昭
和
に
か
け
て
の
治
水
対
策
で
、
中
津
川
（
長
柄
川
）
の
流
路
筋
が
淀
川
本
流
に
変
え
ら
れ
た
。
明
治
前
期
の
状
況
を
図
３
で
確
認
す
る
と
、
東
か
ら
流
れ
て
く
る
淀
川
は
天
満
砂
堆
の
東
端
で
南
に
向
き
を
変
え
て
大
川
の
流
れ
と
な
り
、
少
し
下
っ
た
毛
馬
閘
門
辺
り
か
ら
西
に
分
岐
し
た
中
津
川
が
流
れ
て
い
る
。
そ
の
川
幅
は
淀
川
の
三
分
の
一
程
で
、
天
満
砂
堆
の
と
こ
ろ
は
ほ
ぼ
真
直
ぐ
東
西
に
流
れ
て
い
る
。
水
流
水
圧
は
川
の
流
れ
の
方
向
に
向
か
っ
て
か
か
る
の
で
、
大
洪
水
に
よ
る
自
然
の
力
が
南
流
す
る
大
川
の
途
中
で
、
一
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
以
上
の
幅
と
、
（
儸
）
一
メ
ー
ト
ル
以
上
の
比
高
が
あ
る
天
満
砂
堆
を
東
西
に
突
き
破
っ
た
と
は
考
え
難
い
。
図
２
の
よ
う
に
、
淀
川
は
善
源
寺
町
の
東
側
か
ら
安
曇
江
に
流
れ
て
い
た
と
し
て
も
同
じ
で
あ
る
。
ま
た
、
淀
川
中
下
流
域
は
勾
配
が
緩
や
か
で
、
鳥
飼
付
近
（
儹
）
の
標
高
は
三
メ
ー
ト
ル
、
大
阪
低
地
は
二
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
人
工
堤
防
も
な
く
、
大
洪
水
と
も
な
れ
ば
、
水
は
川
の
周
囲
に
溢
れ
た
は
ず
で
あ
り
、
水
流
が
堰
を
切
っ
た
よ
う
に
天
満
砂
堆
の
一
ヵ
所
を
貫
通
し
た
と
イ
メ
ー
ジ
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
れ
は
仁
徳
天
皇
十
一
年
四
月
の
記
事
の
洪
水
に
よ
る
巷
里
の
様
子
か
ら
も
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
中
津
川
は
大
川
（
堀
江
）
と
同
じ
よ
う
に
人
工
的
に
開
削
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
と
思
わ
れ
る
。
図
３
の
淀
川
改
修
前
の
守
口
市
辺
り
の
淀
川
の
旧
流
路
を
み
る
と
、
吹
田
砂
堆
を
避
け
、
南
に
大
き
く
迂
回
し
て
流
れ
て
い
る
。
川
は
少
し
で
も
低
い
方
に
流
れ
る
の
が
道
理
で
あ
る
。
砂
堆
地
形
を
横
切
る
河
道
は
自
然
の
も
の
と
い
う
よ
り
も
、
人
工
的
に
開
削
さ
れ
た
可
（
儺
）
能
性
が
高
い
コ
ー
ス
と
思
わ
れ
る
。
四
白
鷺
嶋
堀
川
の
位
置
に
つ
い
て
白
鷺
嶋
と
い
う
地
名
の
遺
称
地
は
ど
こ
に
も
見
当
た
ら
な
い
が
、
大
阪
市
福
島
区
に
鷺
洲
の
地
名
が
現
存
し
て
い
る
の
で
、
白
鷺
嶋
堀
川
の
候
補
地
と
し
て
考
え
（
儻
）
て
み
た
い
。
服
部
昌
之
氏
に
よ
る
と
、
元
の
西
成
郡
成
小
路
村
（
淀
川
区
新
北
野
・
大
淀
区
大
淀
北
な
ど
）
に
は
産
土
神
の
鷺
島
神
社
が
あ
り
、
そ
の
西
に
続
く
塚
本
村
（
淀
川
区
塚
本
・
西
淀
川
区
柏
里
）
で
は
八
坂
神
社
付
近
を
字
「
鷺
島
」
と
呼
ん
で
い
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
鷺
洲
は
明
治
四
十
二
年
の
町
村
制
の
施
行
に
際
し
、
海
老
江
村
・
浦
江
村
・
大
仁
村
・
塚
本
村
は
旧
鷺
洲
荘
で
あ
っ
た
た
め
、
そ
の
旧
荘
名
を
採
っ
て
鷺
洲
村
と
名
づ
け
、
同
四
十
四
年
に
鷺
洲
町
に
改
め
ら
れ
（
儼
）
る
。『
摂
津
志
』
所
引
の
勝
楽
寺
の
大
般
若
経
跋
文
に
「
承
久
三
年
三
月
廿
七
― １０ ―
日
、
安
│二
置
攝
津
國
天
王
寺
御
領
西
成
郡
鷺
島
荘
浦
江
村
勝
楽
寺
一
」
と
あ
り
、
承
久
三
年
（
一
二
二
一
）
の
鎌
倉
時
代
に
は
天
王
寺
領
鷺
島
荘
の
荘
園
と
し
て
開
け
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
現
代
の
大
阪
駅
の
北
方
一
帯
、
元
の
中
津
村
光
立
寺
・
下
三
番
村
か
ら
曽
根
崎
に
か
け
て
の
地
区
に
、
明
治
期
の
地
籍
図
に
よ
っ
て
条
里
（
儽
）
地
割
の
分
布
が
み
ら
れ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。『
新
修
大
阪
市
史
』
第
十
巻
付
図
の
歴
史
地
図
で
確
認
す
る
と
、
大
仁
村
と
浦
江
村
の
東
は
条
里
地
割
の
推
定
域
に
含
ま
れ
て
い
る
。
そ
れ
で
は
、
奈
良
時
代
以
前
の
鷺
洲
は
ど
の
よ
う
な
土
地
景
観
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
地
質
・
地
理
学
の
面
か
ら
調
べ
て
み
る
。
（
儾
）
趙
哲
済
・
中
条
武
司
氏
が
古
墳
時
代
〜
古
代
の
中
津
川
の
旧
流
路
を
、
明
治
二
十
年
製
版
の
仮
製
地
形
図
の
地
形
を
読
み
取
り
推
定
（
図
４
）
し
て
い
る
。
そ
の
裏
付
け
と
し
て
、
ボ
ー
リ
ン
グ
サ
ン
プ
ル
の
柱
状
対
比
図
等
の
活
用
が
部
分
的
に
み
ら
れ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
中
津
川
の
旧
流
路
は
、
天
満
砂
堆
を
過
ぎ
た
辺
り
か
ら
南
西
の
方
向
に
曲
が
っ
て
い
る
。
そ
の
後
、
浦
江
村
辺
り
で
北
西
に
向
き
を
変
え
、
塚
本
村
の
南
ま
で
追
跡
で
き
る
と
の
こ
と
で
、
明
治
前
期
の
中
津
川
と
は
逆
の
弧
を
描
く
ル
ー
ト
に
な
る
。
ボ
ー
リ
ン
グ
サ
ン
プ
ル
の
出
土
遺
物
か
ら
南
西
方
向
の
二
地
点
は
河
川
の
痕
跡
の
裏
付
け
が
あ
る
の
で
参
考
に
し
た
い
。
そ
の
二
地
点
を
地
図
で
確
認
す
る
と
、
本
庄
村
の
西
方
付
近
（
現
北
区
中
津
二
丁
目
）
と
下
三
番
村
北
東
付
近
（
同
中
津
五
丁
目
）
で
あ
る
。
考
古
学
の
面
か
ら
探
る
と
、
「
鷺
島
」「
鷺
洲
」
の
地
名
が
残
る
西
淀
川
区
・
福
島
区
は
、
考
古
学
調
査
の
対
象
地
域
に
入
っ
て
い
な
い
の
か
、
本
格
的
な
発
掘
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
た
だ
一
（
儿
）
点
、
昭
和
七
年
に
丸
木
舟
が
大
仁
村
の
鷺
洲
遺
跡
で
出
土
し
て
い
る
。
丸
木
舟
の
年
代
は
不
明
で
あ
る
が
、
土
師
器
が
伴
出
し
て
い
る
。
場
所
は
現
大
淀
中
学
校
で
中
津
川
の
南
西
の
旧
流
路
筋
に
あ
た
り
、
中
津
川
が
天
満
砂
堆
を
過
ぎ
た
辺
り
か
ら
大
仁
村
・
浦
江
村
に
至
る
南
西
方
向
の
川
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
こ
と
は
成
立
・
内
容
年
代
が
宝
暦
三
年
（
一
七
五
三
）
と
さ
れ
る
森
幸
安
の
大
坂
の
地
図
、
図
５
か
ら
も
窺
い
知
れ
る
。
森
幸
安
の
地
図
は
学
究
的
姿
勢
が
認
め
ら
れ
、
（
兀
）
京
都
・
大
坂
は
巡
視
し
て
作
成
し
て
い
る
。
図
５
を
見
る
と
、
中
津
川
の
分
流
と
な
る
水
路
が
南
中
島
か
ら
南
西
方
向
に
流
れ
、
大
仁
村
、
浦
江
村
の
南
側
を
経
て
西
の
大
阪
湾
に
至
っ
て
い
る
。
古
代
の
中
津
川
の
南
西
流
路
の
残
存
で
は
な
い
か
図 4 古墳時代～古代の中津川流路と海岸線
（趙哲済・中条武司「大坂海岸低地における古地理の変遷」2017年）
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と
考
え
ら
れ
る
。
以
上
の
考
察
を
踏
ま
え
、
白
鷺
嶋
堀
川
の
位
置
を
比
定
し
て
み
た
い
。『
行
基
年
譜
』
に
記
さ
れ
た
白
鷺
嶋
堀
川
の
大
き
さ
は
、
長
百
丈
（
二
九
六
メ
ー
ト
ル
、
天
平
尺
で
換
算
、
以
下
同
じ
）
広
六
十
丈
（
一
七
八
メ
ー
ト
ル
）
深
九
尺
（
二
・
七
メ
ー
ト
ル
）
で
、
所
在
地
は
比
賣
嶋
堀
川
と
同
じ
摂
津
国
西
城
郡
津
守
里
と
あ
り
、
比
賣
嶋
堀
川
と
関
連
す
る
堀
川
と
思
わ
れ
る
。
比
賣
嶋
堀
川
に
比
べ
て
長
さ
は
六
分
の
一
で
、
広
さ
は
四
分
の
三
で
あ
る
。
淀
川
の
水
を
西
海
に
放
流
す
る
た
め
の
砂
州
の
壁
は
天
満
砂
堆
だ
け
で
は
な
か
っ
た
と
推
測
す
る
。
天
満
砂
堆
は
大
き
な
壁
で
あ
っ
た
が
、
図
１
の
弥
生
時
代
の
砂
州
の
形
状
か
ら
、
そ
の
西
側
に
も
南
北
に
小
さ
な
砂
州
の
壁
が
あ
り
、
そ
の
間
に
潟
湖
が
残
っ
て
い
て
も
お
か
し
く
な
い
。
白
鷺
嶋
堀
川
の
位
置
は
残
念
な
が
ら
推
測
の
域
を
で
な
い
が
、
次
の
よ
う
な
放
水
計
画
の
下
に
開
削
さ
れ
た
。
中
津
川
の
南
西
流
路
筋
は
天
満
砂
堆
と
鷺
洲
の
間
の
潟
湖
に
相
当
し
、
天
満
砂
堆
を
開
削
し
て
東
か
ら
流
れ
て
き
た
淀
川
の
分
流
と
な
っ
た
中
津
川
は
、
そ
の
潟
湖
に
一
旦
落
ち
る
。
潟
湖
の
南
西
に
砂
州
の
壁
が
立
ち
は
だ
か
っ
て
い
た
の
で
、
そ
れ
を
開
削
し
た
の
が
白
鷺
嶋
堀
川
で
あ
る
。
白
鷺
嶋
堀
川
の
開
削
に
よ
っ
て
大
仁
村
、
浦
江
村
辺
り
ま
で
あ
っ
た
海
の
入
江
と
の
間
に
水
路
が
開
け
、
最
終
的
に
中
津
川
の
水
が
大
阪
湾
に
流
れ
落
ち
た
と
想
定
す
る
。
比
賣
嶋
堀
川
と
白
鷺
嶋
堀
川
は
北
の
水
、
淀
川
を
西
海
に
放
流
す
る
た
め
の
放
水
路
で
あ
り
、
洪
水
対
策
と
共
に
難
波
周
辺
の
湿
地
帯
を
水
田
に
変
え
る
計
画
の
下
に
実
行
さ
れ
た
。
そ
れ
が
後
に
水
運
に
も
寄
与
す
る
こ
と
に
な
り
、
行
基
は
難
波
の
江
を
掘
り
、
船
津
を
造
っ
た
こ
と
が
『
日
本
霊
異
記
』
に
記
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
『
日
本
霊
異
記
』
中
巻
第
七
・
・
・
時
行
基
菩
薩
、
有
二
難
波
一
令
三
渡
レ
椅
堀
レ
江
造
二
船
津
一
・
・
・
『
日
本
霊
異
記
』
中
巻
第
三
十
行
基
大
徳
、
令
三
堀
│二
開
於
難
波
之
江
一
、
而
造
二
船
津
一
、
説
レ
法
化
レ
人
、
道
俗
貴
賤
、
集
会
聞
レ
法
・
・
・
こ
の
二
つ
の
説
話
か
ら
も
、
行
基
が
難
波
で
堀
川
と
橋
を
造
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
図 5 摂州住吉東生西成三郡地図（鷺洲周辺を抜粋）
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で
あ
り
、
土
木
工
事
の
か
た
わ
ら
法
を
説
い
た
と
考
え
る
の
が
実
態
に
近
い
と
思
わ
れ
る
。
行
基
は
晩
年
の
天
平
十
六
年
（
七
四
四
）
に
、
同
じ
摂
津
国
西
城
郡
津
守
村
に
難
波
度
院
・
枚
松
院
・
佐
蓋
部
院
を
建
立
し
て
い
る
。
善
源
院
・
同
尼
院
を
含
め
る
と
津
守
村
に
は
五
院
が
集
中
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
一
つ
の
枚
松
院
は
、
そ
の
遺
称
地
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
地
名
「
平
松
町
」
が
大
正
時
代
の
大
（
允
）
阪
市
街
地
図
に
み
ら
れ
る
。
現
在
の
福
島
区
下
福
島
公
園
辺
り
で
、
鷺
洲
町
の
南
端
と
大
川
の
中
間
に
位
置
す
る
。
そ
の
西
側
は
現
在
玉
川
と
い
う
川
に
ま
つ
わ
る
地
名
で
あ
る
。
枚
松
院
を
「
平
松
町
」
に
比
定
す
る
と
、
中
津
川
の
南
西
流
路
筋
に
近
く
、
右
記
の
『
日
本
霊
異
記
』
に
見
ら
れ
る
行
基
の
布
教
と
船
津
を
重
ね
合
わ
せ
れ
ば
、
白
鷺
嶋
堀
川
は
中
津
川
の
南
西
流
路
筋
を
開
削
し
た
堀
川
と
推
測
す
る
。
図
６
は
明
治
前
期
の
二
万
分
一
仮
製
地
形
図
に
落
と
し
込
ん
だ
中
津
川
の
南
西
流
路
と
白
鷺
嶋
堀
川
の
お
よ
そ
の
位
置
で
あ
る
。
淀
川
の
水
を
大
阪
湾
に
放
水
す
る
一
環
と
し
て
、
比
賣
嶋
堀
川
と
同
様
に
白
鷺
嶋
堀
川
も
南
北
の
砂
州
の
壁
を
開
削
し
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
お
わ
り
に
行
基
は
難
波
に
長
柄
、
中
河
、
堀
江
の
三
つ
の
橋
を
架
橋
し
て
い
る
。
足
利
健
（
兂
）
亮
氏
は
、
古
道
の
考
察
か
ら
、
堀
江
橋
は
大
川
に
架
か
る
現
天
神
橋
、
長
柄
橋
は
長
柄
と
呼
ば
れ
る
地
区
が
あ
る
天
満
砂
堆
の
中
津
川
に
比
定
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
行
基
は
比
賣
嶋
堀
川
を
開
削
す
る
だ
け
で
な
く
、
長
柄
橋
を
架
け
て
、
難
波
宮
と
北
摂
と
を
結
ぶ
道
を
確
保
し
た
。
中
河
橋
の
位
置
は
特
定
で
き
な
い
が
、
白
鷺
嶋
堀
川
に
よ
っ
て
遮
断
さ
れ
た
道
に
架
け
ら
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
行
基
の
社
会
事
業
を
一
つ
一
つ
追
っ
て
い
く
と
、
個
々
の
繋
が
り
が
見
え
て
く
る
。最
後
に
、
調
査
不
十
分
な
点
、
特
に
地
理
・
地
質
に
つ
い
て
は
理
解
不
足
の
と
こ
ろ
が
あ
る
か
と
思
わ
れ
る
が
、
諸
賢
の
ご
批
判
・
ご
叱
正
を
賜
る
こ
と
を
切
に
願
う
次
第
で
あ
る
。
図 6 比賣嶋堀川と白鷺嶋堀川の推定地
（明治前期の二万分一仮製地形図復刻版、平凡社「日本歴史地名体系」特別付録）
※実線は比賣嶋堀川・白鷺嶋堀川の推定位置、破線は古代の想定中津川西南流路
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註（１
）
鈴
木
景
二
「
行
基
年
譜
」（
井
上
薫
編
『
行
基
事
典
』、
国
書
刊
行
会
、
一
九
九
七
年
）
に
よ
る
。
（
２
）
井
上
光
貞
「
行
基
年
譜
、
特
に
天
平
十
三
年
記
の
研
究
」（
竹
内
理
三
博
士
還
暦
記
念
会
編
『
律
令
国
家
と
貴
族
社
会
』、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
九
年
）
（
３
）
吉
川
真
司
『
聖
武
天
皇
と
仏
都
平
城
京
』（
講
談
社
、
二
〇
一
一
年
）
一
五
一
頁
。
（
４
）
清
水
み
き
「
行
基
集
団
と
山
崎
院
の
造
作
」（『
続
日
本
紀
の
時
代
』、
塙
書
房
、
一
九
九
四
年
）、
山
中
章
『
長
岡
京
研
究
序
説
』（
塙
書
房
、
二
〇
〇
一
年
）
（
５
）
坂
井
秀
弥
「『
行
基
年
譜
』
に
み
え
る
摂
津
国
河
辺
郡
山
本
里
の
池
と
溝
に
つ
い
て
│
古
代
に
お
け
る
伊
丹
台
地
の
開
発
│
」（『
続
日
本
紀
研
究
』
第
二
〇
四
号
、
続
日
本
紀
研
究
会
、
一
九
七
九
年
）、
そ
の
後
、
吉
田
靖
雄
・
田
原
孝
平
か
ら
溝
の
比
定
に
つ
い
て
の
批
判
を
受
け
、
そ
の
批
判
に
こ
た
え
た
論
文
『
古
代
地
域
社
会
の
考
古
学
』
所
収
（
同
成
社
、
二
〇
〇
八
年
）
三
〇
二
〜
三
二
二
頁
。
（
６
）
藤
本
篤
「
大
阪
の
歴
史
」（
宮
本
又
次
『
大
阪
の
歴
史
と
風
土
』、
毎
日
放
送
、
一
九
七
三
年
）
一
五
一
頁
の
表
「
主
要
堀
川
の
開
さ
く
年
次
」
を
参
照
。
（
７
）
矢
守
一
彦
「
大
阪
史
の
自
然
地
理
的
基
礎
」（
宮
本
又
次
『
大
阪
の
歴
史
と
風
土
』、
毎
日
放
送
、
一
九
七
三
年
）
三
八
頁
。
（
８
）
松
原
弘
宣
『
日
本
古
代
水
上
交
通
史
の
研
究
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
五
年
）
一
九
一
〜
一
九
二
頁
。
（
９
）
「
兵
庫
県
の
地
名
Ⅰ
」（『
日
本
歴
史
地
名
体
系
二
九
』、
平
凡
社
、
二
〇
〇
一
年
）
一
〇
四
頁
。
（
儗
）
井
上
薫
『
国
史
大
辞
典
』
一
巻
、
五
六
二
頁
。
（
儘
）
吉
田
靖
雄
『
行
基
』（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
一
三
年
）
一
二
三
頁
。
（
儙
）
「
意
見
十
二
箇
条
」（
塙
保
己
一
編
纂
『
群
書
類
従
・
第
二
十
七
輯
雑
部
』、
續
群
書
類
従
完
成
會
）
（
儚
）
西
本
昌
弘
「
行
基
設
置
の
楊
津
院
と
河
尻
」（『
尼
崎
市
史
研
究
紀
要
』
三
七
（
一
）、
二
〇
〇
七
年
）
（
儛
）
日
下
無
倫
「
行
基
菩
薩
門
弟
雑
考
│
大
僧
正
記
に
就
い
て
│
」（
根
本
誠
二
編
『
奈
良
時
代
の
僧
侶
と
社
会
』、
雄
山
閣
出
版
、
一
九
九
四
年
）
二
六
二
〜
二
六
四
頁
。
（
儜
）
近
藤
康
司
『
行
基
と
知
識
集
団
の
考
古
学
』（
清
文
堂
出
版
、
二
〇
一
四
年
）
一
四
九
、
一
五
八
頁
。
（
儝
）
前
掲
註
（
２
）
一
三
一
頁
。
（
儞
）
前
掲
註
（
２
）
一
三
三
頁
。
（
償
）
前
掲
註
（
３
）
一
七
一
頁
。
（
儠
）
日
下
雅
義
『
古
代
景
観
の
復
原
』（
中
央
公
論
社
、
一
九
九
一
年
）
（
儡
）
梶
山
彦
太
郎
・
市
原
実
『
大
阪
平
野
の
お
い
た
ち
』（
青
木
書
店
、
一
九
八
六
年
）
五
五
頁
。
（
儢
）
松
田
順
一
郎
「
発
掘
現
場
の
地
球
科
学
（
４
）
景
観
復
原
の
た
め
に
」（『
考
古
学
研
究
』
第
五
四
巻
第
四
号
、
考
古
学
研
究
会
、
二
〇
〇
八
年
）
（
儣
）
増
田
富
士
雄
・
中
川
要
之
助
・
坂
本
隆
彦
・
伊
藤
有
加
・
櫻
井
皆
成
・
三
田
村
宗
樹
「
大
阪
平
野
沖
積
層
の
天
満
砂
州
堆
積
物：
そ
の
分
布
と
層
位
」（『
堆
積
学
研
究
』
第
七
二
巻
第
二
号
、
二
〇
一
三
年
）
（
儤
）
服
部
昌
之
「
古
代
に
お
け
る
景
観
構
成
と
そ
の
変
化
」（『
新
修
大
阪
市
史
』
第
一
巻
、
大
阪
市
、
一
九
八
八
年
）
五
六
頁
。
（
儥
）
直
木
孝
次
郎
「
国
家
の
形
成
と
難
波
」（
直
木
孝
次
郎
編
『
古
代
を
考
え
る
難
波
』、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
二
年
）
七
〇
頁
。
（
儦
）
南
秀
雄
「
難
波
宮
下
層
遺
跡
を
め
ぐ
る
諸
問
題
」（『
難
波
宮
と
都
城
制
』、
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
四
年
）
三
九
〜
四
一
頁
。
（
儧
）
直
木
孝
次
郎
『
古
代
難
波
と
そ
の
周
辺
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
九
年
）
一
九
八
〜
二
二
一
頁
。
（
儨
）
栄
原
永
遠
男
「
難
波
屯
倉
と
古
代
王
権
│
難
波
長
柄
豊
碕
宮
の
前
夜
│
」（『
大
阪
歴
史
博
物
館
研
究
紀
要
』
第
一
五
号
、
大
阪
歴
史
博
物
館
、
二
〇
一
七
年
）
一
九
〜
三
一
頁
。
（
儩
）
木
原
克
司
「
古
代
難
波
地
域
周
辺
の
景
観
復
原
に
関
す
る
諸
問
題
」（『
大
阪
の
歴
史
』
第
四
十
八
号
、
大
阪
市
史
料
調
査
会
、
一
九
九
六
年
）
（
優
）
大
谷
治
孝
「「
摂
津
国
家
地
売
買
公
験
案
」
の
基
礎
的
考
察
」（『
ヒ
ス
ト
リ
ア
』
第
八
二
号
、
大
阪
歴
史
学
会
、
一
九
七
九
年
）
二
六
〜
二
七
頁
、
栄
原
永
遠
男
『
奈
良
時
代
流
通
経
済
史
の
研
究
』（
塙
書
房
、
一
九
九
二
年
）
一
四
五
〜
一
四
― １４ ―
八
頁
。
（
儫
）
前
掲
註
（
儘
）
一
一
五
〜
一
一
六
頁
。
（
儬
）
上
遠
野
浩
一
「
淀
川
河
口
部
に
お
け
る
行
基
の
活
動
に
つ
い
て
│
淀
川
下
流
部
の
地
形
と
『
行
基
年
譜
』
に
見
え
る
「
堀
川
」
│
」（
横
田
健
一
先
生
米
寿
記
念
会
編
『
日
本
書
紀
研
究
』
第
二
十
六
冊
、
塙
書
房
、
二
〇
〇
五
年
）
一
五
四
〜
一
五
七
頁
。
（
儭
）
尾
田
栄
章
『
行
基
と
長
屋
王
の
時
代
行
基
集
団
の
水
源
開
発
と
地
域
総
合
整
備
事
業
』（
現
代
企
画
室
、
二
〇
一
七
年
）
七
三
、
一
九
一
〜
一
九
二
、
二
一
二
頁
。
（
儮
）
薗
田
香
融
「
古
代
の
吹
田
」（『
吹
田
市
史
』
第
一
巻
、
吹
田
市
、
一
九
九
〇
年
）
一
八
二
頁
。
（
儯
）
瀧
川
政
次
郎
「
難
波
の
比
賣
許
曾
神
社
鎭
座
地
考
」（『
神
道
史
研
究
』
第
六
巻
第
五
號
、
神
道
史
學
會
、
一
九
五
八
年
）
（
儰
）
前
田
昇
「
上
町
台
地
と
大
阪
低
地
」（『
新
修
大
阪
市
史
』
第
一
巻
、
大
阪
市
、
一
九
八
八
年
）
一
六
頁
。
（
儱
）
『
大
阪
歴
史
博
物
館
館
蔵
資
料
集
六
澱
川
兩
岸
勝
景
圖
會
』（
大
阪
歴
史
博
物
館
、
二
〇
一
〇
年
）
（
儲
）
足
利
健
亮
『
考
証
・
日
本
古
代
の
空
間
』（
大
明
堂
、
一
九
九
五
年
）
一
三
七
〜
一
三
八
頁
。
（
儳
）
前
掲
註
（
儮
）
一
八
二
頁
。
（
儴
）
前
掲
註
（
１
）
（
儵
）
西
本
昌
弘
「
改
新
政
府
と
難
波
大
郡
宮
・
小
郡
宮
」（『
日
本
書
紀
研
究
』
第
三
十
冊
、
塙
書
房
、
二
〇
一
四
年
）
二
六
七
頁
。
（
儶
）
日
本
歴
史
地
名
体
系
『
大
阪
府
の
地
名
Ⅰ
』（
平
凡
社
、
一
九
八
六
年
）
六
一
六
頁
。
（
儷
）
江
谷
寛
「
淀
川
川
底
に
眠
る
寺
院
跡
」（『
大
阪
の
歴
史
』
第
十
九
号
、
大
阪
市
史
料
調
査
会
、
一
九
八
六
年
）
四
五
〜
四
七
頁
。
（
儸
）
一
万
分
の
一
の
地
形
図
を
調
べ
る
と
、
天
満
砂
堆
の
東
の
都
島
区
毛
馬
町
一
丁
目
、
大
東
町
三
丁
目
の
標
高
は
二
メ
ー
ト
ル
（
国
土
地
理
院
、
一
九
九
六
年
）
（
儹
）
『
土
地
条
件
調
査
報
告
書
』（
大
阪
平
野
）（
建
設
省
国
土
地
理
院
、
一
九
六
五
年
）
七
七
頁
。
（
儺
）
前
掲
註
（
儤
）
九
一
頁
。
（
儻
）
前
掲
註
（
儤
）
六
一
〜
六
二
頁
。
（
儼
）
井
上
正
雄
『
大
阪
府
全
志
』
巻
之
三
（
清
文
堂
出
版
、
一
九
二
二
年
、
一
九
七
六
年
復
刻
版
）
四
六
五
頁
。
（
儽
）
服
部
昌
之
「
難
波
の
条
里
と
交
通
路
」（『
新
修
大
阪
市
史
』
第
一
巻
、
大
阪
市
、
一
九
八
八
年
）
七
八
三
頁
。
（
儾
）
趙
哲
済
・
中
条
武
司
「
大
阪
海
岸
低
地
に
お
け
る
古
地
理
の
変
遷
│
「
上
町
科
研
」
以
降
の
研
究
│
」（『
ヒ
ス
ト
リ
ア
』
第
二
六
四
号
、
大
阪
歴
史
学
会
、
二
〇
一
七
年
）
（
儿
）
『
福
島
区
史
』（
大
阪
都
市
協
会
編
集
、
福
島
区
制
施
行
五
十
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会
発
行
、
一
九
九
三
年
）
二
二
頁
、
中
尾
芳
治
「
丸
木
舟
の
出
土
」
（『
新
修
大
阪
市
史
』
第
一
巻
、
大
阪
市
、
一
九
八
八
年
）
五
五
〇
〜
五
五
一
頁
。
（
兀
）
辻
垣
晃
一
・
森
洋
久
『
森
幸
安
の
描
い
た
地
図
』
日
文
研
叢
書
二
九
（
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
〇
三
年
）
（
允
）
西
本
昌
弘
氏
の
教
示
に
よ
る
。
大
正
時
代
の
大
阪
市
街
地
図
は
前
掲
の
註
（
儼
）
の
付
図
。
（
兂
）
足
利
健
亮
『
日
本
古
代
地
理
研
究
』（
大
明
堂
、
一
九
八
五
年
）
二
一
三
〜
二
一
四
頁
。（
関
西
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
・
博
士
課
程
後
期
課
程
・
史
学
専
修
）
― １５ ―
